
  

ふたつの花 
E フタ いもと ようこ/作・絵      (岩崎書店) 

イソップどうわ 
E イソ      イソップ/原作，いもと ようこ/文絵   （金の星社） 

イソップ/原作、いもとようこ 

     (講談社) くまのこうちょうせんせい 
E クマ     こんの ひとみ/作，いもと ようこ/絵  （金の星社） 

こんの ひとみ/作、いもと ようこ/絵（ 

 (フレーベル館) と・も・だ・ち 
E トモ いもと ようこ/絵と文       (至光社) 

かぜのでんわ 

E カセ いもと ようこ/作絵      (金の星社) 

あした花になる 

Eアシ いもと ようこ/作・絵      (岩崎書店) 

ねずみのすもう 

Eネス いもと ようこ/文・絵      (金の星社) 

きつねのがっこう 

Eキツ いもと ようこ/作       (講談社) 

やさいのおしゃべり 

Eヤサ 泉 なほ/作，いもと ようこ/絵  （金の星社） 

 (フレーベル館) 一宮市立中央図書館 

2017.10 

 こ ち ら の 本 も よ ん で み て ね  ! 子
こ

ども読書
ど く し ょ

のまち いちのみや 

いもとようこ（1944年～） 

 

絵本作家。兵庫
ひょうご

県生まれ。 

金沢
かなざわ

美術
びじゅつ

工芸
こうげい

大学卒業
そつぎょう

。 

教
きょう

員
いん

生活を経
へ

て絵本の創作
そ う さ く

に入る。 

はり絵の手法
しゅほう

を用
もち

いた、独自
ど く じ

な 

あたたかな世界が魅力
みりょ く

。 

   

 参照：『新・子どもの本と読書の事典
じ て ん
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  しゅくだい   
      にゃんこおうじ 

めいこせんせいが言いました。「きょうの宿題は・・・です。」 

みんなはいっせいに「えー、うそー、ほんと？」とおおさわぎ。 

いったいどんな宿題がでたのかな？ 

王さまと王ひさまにねこかわいがりされて、わがまま放題の 

にゃんこ王子。家来も、王子の言いなりです。ある日、 

わがままがもとで王子は、はなれ小島に流されて・・・。 

Eシユ 宗正 美子/原案，いもと ようこ/文・絵    （岩崎書店）   Eニヤ いもと ようこ/作絵 (金の星社) 

     けしごむくん  花のかみかざり 

何を消したか。何が書いてあったか。 

それはけしごむだけが知ってるひ・み・つ。  

だれにも話してはいけないのです。 

ある日、うさぎのかんごしは、さんぽに出かけたたぬきの 

おばあちゃんからやさしいと言われ、ないてしまいました。 

うさぎには、だれにも言えない出来事があったのです。 

Eケシ こんの ひとみ/作，いもと ようこ/絵 (金の星社) Eハナ いもと ようこ/作・絵 (岩崎書店） 

      ゆうきをだして！  プレゼントの木 

「ぼく、このままでいい」 そう思っていた野原の土の中の 

球根は、おひさまにあたためられてうとうとしている間に 

うっかり土の上に『め』を出してしまいます。 

動物たちのプレゼントの木に、たくさんかざりがつきました。 

くまぼうやがおくったプレゼントは? まずしい子どもたちに 

プレゼントする“ギビング・ツリー”から生まれた絵本。 

Eユウ くすのき しげのり/原作，いもと ようこ/文・絵  (佼成出版社) E フレ いもと ようこ/作絵 (金の星社) 

     ぼくとかあさん   とうさんのあしのうえで 

いつもぼくのことを、いちばんに考えてくれて、ひとり立ち 

するまで、大切に育ててくれたかあさん。けれど、まちの 

会社ではたらきはじめると、ぼくは家に帰らなくなり・・・。 

なんきょくの冬、マイナス 50度。コウテイペンギンのお父さん 

お母さんは、命をかけて、たったひとつのたまごを守り 

育てます。やさしい絵とともに命の重さをつたえる絵本。 

Eホク いもと ようこ/作・絵 (金の星社)   E トウ  いもと ようこ/作・絵 (講談社)  


